
NTTグループの

生物多様性の保全に向けた
取り組み



生物多様性に関する基本方針のもと、
グループ各社がさまざまなテーマに
取り組んでいます

NTTグループ 生物多様性 「取り組みの考え方」

社会への貢献を軸とした展開
事業との関連性にとらわれず広く、生物多様性の保全に向けた取り組みをス
テークホルダーとともに推進し、その成果を情報公開していきます。

あらゆる活動が地球上でつながり生物多様性と関わりが深いことを認識し、
事業特性に応じて関係する国内外の活動範囲とその影響を把握し、保全効
果が認められる取り組みを継続的に推進します。

事業活動を軸とした展開1

2

NTTデータは全国から生きものの情
報を集めるWebサイト「生きもの
情報館」の構築・寄贈を通して
自然保護活動を応援しています

NTTコムウェアは「企業の森・NTTコ
ムウェア（青梅）」「足尾・ふるさとの森
づくり」などさまざまな森林保全活動
を展開しています

生物多様性と事業との関わりを
把握し、生物多様性を将来世代
に引き継ぐために取り組みを推
進する。

生物多様性の保全

NTTグループ地球環境憲章
基本方針（一部抜粋）

　私たち人類の暮らす地球には、海洋や河川、森林、湿原など

さまざまな環境があり、非常に多様な生物種が生息していま

す。これらから形成される生態系は、水や食料などの資源の供

給、気候調整など、人類に対してなくてはならない恩恵をもた

らしてくれます。

　しかし、生態系は、環境や生物種の多様性が損なわれると劣

化するものであり、絶滅危惧種の増加などに代表される生物

多様性の急激な劣化が世界的な問題になっています。この問

題に対処すべく国際的な取り組みが進められており、2010

年10月には生物多様性条約第10回締結国会議（COP10）

が名古屋市で開催されます。

　こうした状況を踏まえて、「NTTグループ地球環境憲

章」に新たに「生物多様性の保全」に関する基本方針を追

加することを2010年11月に公表。併せて「取り組みの

考え方」（下記）を定め、これにそって、NTTグループ各社

の事業が生物多様性に与える影響を調査・分析し、その結

果をもとに各社がこれまで進めてきた取り組みを見直し、

発展させていきます。さらには、生物多様性に関する定量

目標を設定し、その達成に向けてPDCAサイクルで取り

組みを継続的にレベルアップしていくことを目指します。



架線工事技術を活用した
絶滅危惧種保護の取り組み

NTT東日本-山梨
総務部 CSR推進室長

小林 春美

財団法人キープ協会 環境教育事業部 本部長
やまねミュージアム館長 関西学院大学 教授　湊 秋作 様

アニマルパスウェイの取り組みへの感謝と提言

自然との共生が人類の生存に不可欠ななか、森の国である日本には、樹上を棲家としているヤマネや

リスなどが暮らしてきました。しかし、道路開発などの森の分断により生息が危機に瀕していることか

ら、僕たちは“電柱”で両側を支える樹上動物のための歩道橋であるアニマルパスウェイの開発研究を

行なってきました。“電柱”を多数保有するＮＴＴ東日本グループさんが、その技術をさらに生かせば、森

の動物と共生するフィールドが広がり、人々を環境保全の気運に導く契機となると信じています。

アニマルパスウェイの改良風景 「第１回いきものにぎわい企業活動コンテスト」表彰式

ステークホルダーからの声

近年道路整備などにあたって、その周辺の動物の生活に悪影響が出ないように配

慮した工事が進められています。私たちNTT東日本山梨支店グループと技術協力セ

ンタではこうした姿勢に賛同し、2009年4月から、財団法人キープ協会や建設会社

（大成建設、清水建設）などが取り組んでいる「アニマルパスウェイ」の構築を支援し

ています。

「アニマルパスウェイ」とは、道路によって分断された森をつなぐための橋などのこ

とで、絶滅の危機にある体長8センチほどの「ヤマネ」をはじめ、樹の枝を道にして暮

らす小動物たちの通り道となります。この橋をつくったり、整備するためには、高所に

架線するための設備や技術が不可欠です。私たちは、高所作業車の提供や熟練作業

者の派遣などこれまで通信網の敷設で培ってきたノウハウを生かして、この取り組み

をサポートしています。

こうした取り組みが評価され、経団連自然保護協議会が主催する「第１回いきもの

にぎわい企業活動コンテスト」において、環境大臣賞を受賞しました。





ＮＴＴデータ 総務部
環境経営推進室 部長

横山 由香

自然保護活動を応援するWebサイト「生きもの情報館」を構築・寄贈

ＮＴＴドコモ
社会環境推進部 環境担当

村瀬 温子

フィリピンPLDTグループとの協働による植林活動

「生きもの情報館」の画面

カヤネズミ

ＮＴＴファシリティーズ
メガソーラーＰＴ
実証研究担当

浅野 敬一郎

太陽光発電施設と地域自然環境との共生を推進

植林の様子

※ NEDO：独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構のこと。

財団法人日本自然保護協会（NACS-J）は、「生態系と生物の多様性を守り、持続的な社会を

目指す」という趣旨のもと、さまざまな自然活動に取り組んでいる団体です。

私たちNTTデータはこの団体の趣旨に共感し、その活動を支援するために、里やまをはじめと

する身近な自然に生息する“生きもの”の情報を集める市民参加型Webサイト「生きもの情報

館」を構築し、2009年3月に寄贈しました。

このサイトは、日本全国の方々に生きものの観察記録を登録いた

だき、その情報を解析することで、地域の自然保護活動に反映する

ことを目的としています。インターネット上で広く一般に公開され、

利用者はサイト上で会員登録することで、観察記録の登録や分布図

の作成を簡単に行なうことができます。今後は社員・家族を対象にし

た「生きもの情報館」を使った自然観察会の開催など、NACS-Jと

ともに自然保護活動の輪を広げていく取り組みを予定しています。

森林は大気中のCO2を吸収する働きをもつとともに、さまざまな生物を育んでいます。私たち

NTTドコモは、フィリピンでの植林活動を通じて豊かな森林を守り、CO2排出量の削減や生物多

様性の保護に貢献しています。

この活動は、出資先であるフィリピンの電話会社PLDTグループと共同で、2008年の夏から

実施しているものです。植林の費用には、ドコモショップなどで回収した使用済み携帯電話のリサ

イクルを通じて得た売却代金の一部を活用しており、お客

さまも回収に協力いただくことで、資源の有効活用や環

境保全に貢献することになります。

2009年度は、フィリピン各地において、地域ごとの特

性を活かした自生樹木種を約36万本植林しました。引き

続き、2010年度もこの活動を実施していく予定です。

ＮＴＴファシリティーズでは、ＮＥＤＯ※からの委託で、「大規模電力供給用太陽光発電系統

安定化等実証研究」にあたり、「太陽光発電施設と周辺地域自然生態系の共生」に取り組んで

います。

太陽光発電設備の構築にあたり、事前に生態系を調査したところ、山梨県レッドデータブック要

注目種である「カヤネズミ」の生息が明らかとなりました。そこで「カヤネズミ保護区」の設定や

「アニマルパスウェイ（動物の移動トンネル）」の設置などで、発電設備の構築による生息区域の

分断・孤立を防ぎ、生態系保全への配慮に努めるとともに、現在は設

備構築前後における生態系の変化を調査しています。

こうした取り組みの結果、同施設は世界初の「カヤネズミの棲む

太陽光発電所」となり、地球温暖化対策と生物多様性保全を同時に

実現した優良事例として取り上げられています。



グループで20万人の社員を擁し、情報通信分野において

多岐にわたる事業を推進するNTTグループが生物多様性に関

するグループ統一の「基本方針」を定めたことは高く評価でき

ます。また、今後、方針に基づく各社の具体的な行動計画が出

てくるということで、実効性のある取り組みを期待します。

ただ、そうした積極的な企業グループであるからこそあえ

て申し上げておきたいのは、生物多様性を社会貢献活動の

ひとつとしてではなく、本業との関連性を考えて、グループ

全員で取り組んで欲しいということです。一般的に、社員の

方々は仕事の成果を出すことには熱心であっても、日々の

業務が生物多様性にどのような影響を与えているかまでは

なかなか考えたり把握したりする機会はないのではない

かと思います。

そこでこうした基

本方針の策定を契

機に、各社が具体的

に生態系にどんな負

荷を与えているの

か、事業ごと、できれば業務ごとに詳細に地球環境への影響

を精査するところからアクションを開始してはどうでしょうか。

また、そうして調べた事実をもとに、事業リスクや事業機会の

観点から行動計画を立案し、優先順位をつけていくとよいで

しょう。

行動計画には、その企業の本気度が表れます。日本最大

の企業グループであるNTTグループであればこそ、ぜひ高

い目標を掲げて産業界をリードしていって欲しいと思います。

有識者からのメッセージ

足立 直樹 氏

株式会社レスポンスアビリティ 代表取締役
企業と生物多様性イニシアティブ（JBIB）事務局長

日々の業務が、生物多様性にどのような影響を
与えているか、精査するところからはじめて欲しい

NTTドコモはフィリピンでの植林活動を現地
の電話会社と共同で実施。活動資金には携帯
電話のリサイクルによる売却代金の一部を充
てています

NTT西日本では、びわ湖のヨシ帯を保全
する目的に、社員とその家族および退職
した方々が参加し、ヨシ刈りに継続的に
取り組んでいます

NTTアドは広告制作でWWF（World 
Wide Fund for Nature 世界自然保護
基金）を支援。2009年度は生物多様性
をテーマにしたポスターを作成しました



Webサイトでは、NTTグループのCSR活動の詳細情報をご覧いただけます。
また、皆さまからのご意見・ご感想を、Webサイト上からもお寄せいただけましたら幸いです。

http://www.ntt.co.jp/csr/

人類が自然と調和し、未来にわたり持続可能な発展を実現するため、NTTグルー
プは全ての企業活動において地球環境の保全に向けて最大限の努力を行う。

NTTグループ地球環境憲章

基本理念

● 法規制の遵守と社会的責任の遂行
● 環境負荷の低減
● 環境マネジメントシステムの確立と維持
● 環境技術の開発

● 社会支援等による貢献
● 環境情報の公開
● 生物多様性の保全

基本方針

日本電信電話株式会社　CSR推進室
〒100-8116 東京都千代田区大手町二丁目3番1号
TEL 03-5205-5560　FAX 03-5205-5579

メールアドレス：csr@ml.hco.ntt.co.jp
※ 本書の無断転載を禁じます。

お問い合わせ先

本冊子の印刷における環境配慮など

電力
本CSR報告書（１万部）の印刷・製本工程で使用した電
力（1,618kWh）をグリーン電力（風力）でまかなって
います（ダイジェスト版・別冊・アンケートを含む）。

梱包／配送
簡易包装での個別配送など、環境に配慮した梱包・配
送を実施しています。

リサイクル
不要となった際は、古紙回収・リサイクルにご協力
願います。

エコICTマーク
「エコICTマーク」とは、ICT分野におけるエコロジーガ
イドライン協議会が定めるシンボルマークです。
電気通信事業者が適切にCO2排出削減の取り組みを
自己評価し、その取り組み状況に応じて「エコICTマー
ク」を表示し、適切に活動していることを広く公表する
ことができます。 
NTTは、エコICTマークの取り組みに参加しています。

カラーユニバーサルデザイン
色覚の個人差を問わず、多くの方に見やすい表示を心
がけ、NPO法人カラーユニバーサルデザイン機構
（CUDO）から認証を取得しました。

用紙
PEFC森林認証プログラム（Programme for the 
Endorsement of Forest Certification Schemes）
を運営するPEFC評議会によって認証された適切な
方法で管理されている森林を原料を含む、PEFC森林
認証紙を使用しています。

インキ
VOC（揮発性有機化合物）成分を含まない100%植
物インキで、大気汚染の防止に配慮しています。

印刷
現像液を使うフィルムが不要で環境負荷低減につな
がるCTP印刷を採用しています。
GPNが定める「オフセット印刷サービス」発注ガイドラ
インに基づいています。




